
申込書 

１ 申込団体情報 

団体名 

(ふりがな) ○○ほうじん ほくようこどもさぽーと 

○○法人 北洋子どもサポート 

代表者役職 代表理事 代表者名 

(ふりがな) ほくよう ○○ 

北洋 ○○ 

団体住所 北海道○○市○○町～～～～～～～～～ 

電話番号 1234-56-7890 窓口担当者 

(ふりがな) ほくよう ○○ 

北洋 ○○ 

E-MAIL info@○○-kodomo.jp 

団体ホーム 

ページ URL 
https://○○-kodomo.jp 

当行口座 ■あり  □なし    
「あり」の場

合 

支 店 名 ○○支店 

口座番号 1234567 

構成人数 10 人 
設立年月 

活動歴 

2020 年 1 月 

6 年 1 ヵ月 

主な活動内容・

目的について 

 

※貴団体の設立の経緯や、主な活動内容についてご記載ください。 

活動を通じて解決したい社会的課題や、目指している将来像についてご説明ください。 

 

当団体は、北海道内の子どもたちが安心して学び・成長できる環境づくりを目的に

設立されました。 

経済的に困難な家庭の子どもたちへの学習支援や、地域の居場所づくり、食事の提

供などを行っています。活動を通じて、子どもの貧困や孤立といった社会的課題の

解決を目指し、すべての子どもが夢や希望を持てる社会の実現を目指しています。 

 

活動の実績・ 

成果について 

※これまでの主な活動実績や、達成した成果について具体的にご記載ください。 

活動を通じて地域や社会にどのような変化や影響があったか、エピソードや数値等を交えてご

説明ください。 

 

これまでに道内 3 か所で子ども食堂を運営し、延べ○百人以上の子どもたちに食事

と学習支援を提供しました。 

参加した子どもたちの学力向上や、保護者からの「安心して働けるようになった」

といった声が寄せられています。また、地域住民や企業との協力により、毎年クリ

スマスイベントや学用品の寄付活動も実施しています。 

 

  

事務局記入欄 受 領 日 20  年 月 日 

       受付番号 No.       



２ 申込活動の内容 
【記入上の注意】 

（１）スペースが不足する場合は、適宜記入欄を広げるなどしてご記入ください。 

（２）活動内容や成果がわかる資料（パンフレット、報告書等）も添付可とします。 

活動名称 

(資金使途) 
子ども食堂運営および学習支援活動 

必須要件 

(複数回答可) 

北海道の魅力度・幸福度を高めるための活動で、以下のいずれかの活動内容に該当すること 

■地域活性化 □環境保全(※) □スポーツ ■教育文化・芸術振興 ■社会福祉 

□その他北海道の地域課題の解決に資する活動 

※生物多様性・生態系の保全に関する取組みは、「ほっくーネイチャーポジティブ基金」に申請し

てください。 

資金の性質 ■活動費   □諸会費 

広告権益(※) 
■あり    □なし 

※北洋銀行のロゴや社名を掲示したり、広告を出したりする権利 

広告権益ありの

場合はその内容 

年に 2 回広報誌を発刊しており、その広報誌にロゴと社名を掲載させていただきま

す。 

（上記の質問項目にて「広告権益なし」の場合は、本項目は空欄となります） 

申込金額(税込み) 

千円単位 
10,000 円 

※100 万円を超える場合は、本書とは別に個別相談と 

なります。 

※消費税対象外の場合は、額面にて記載してください。 

活動総額 300,000 円 ※活動にかかる総額（自己資金による支出含む）） 

活動時期 2026 年 7 月 25 日   ～ 2026 年 8 月 25 日 

主な活動地域 ○○市、○○市、○○町 

申込に至った 

背景 

 

 

コロナ禍以降、経済的に困難な家庭が増加し、子ども食堂や学習支援のニーズが高

まっています。より多くの子どもたちに支援を届けるため、活動資金が必要となり

ました。 

 



今後の活動 

計画・展望 

について 

※今後 1～3年程度の活動計画や、目指している発展・拡大の方向性についてご記載ください。 

活動の継続や発展のために、どのような工夫や取り組みを行っているかご説明ください。 

 

今後 1～3 年で、札幌市内の他区にも活動拠点を拡大し、年間○,000 人の子どもた

ちへの支援を目指します。地域ボランティアの育成や、企業との連携強化にも取り

組み、活動の持続・発展を図ります。 

 

実施体制および

他団体・自治体

等との連携に 

ついて 

※活動を進める上で、他の団体や自治体、企業等とどのような連携・協働を行っているか、また

は今後予定しているかについて、団体や自治体の名称も含めて具体的にご記載ください。 

また、連携・協働によって得られる効果や今後期待することについてもご説明ください。 

 

活動は理事・スタッフ・ボランティアで運営しています。○○市社会福祉協議会や

地元企業の株式会社○○、NPO 法人○○と連携し、食材提供やイベント協力を受

けています。今後は市内の学校や○○市とも連携を強化し、支援の輪を広げていき

ます。 

 

SDGs への貢献

について 

※貴団体の活動が、持続可能な開発目標（SDGs）の達成にどのように寄与しているとお考えで

すか。具体的な取り組みや意識している目標があればご記載ください。 

 

子どもたちと高齢者施設の利用者との交流イベントを定期的に開催し、世代間のつ

ながりを深める取り組みも積極的に行っています。冬季には、地域の高齢者宅を訪

問し、除雪作業の手伝いを行い、子どもたちが地域の課題に主体的に関わることで、

助け合いの精神を育みます。 

また、年 2 回、地域のごみ拾い活動を実施し、環境美化に努めています。子どもた

ちが環境問題への意識を高める機会となっております。 

これらの活動は、子どもたちの学力向上や保護者の就労支援だけでなく、地域全体

の福祉向上や環境保全にもつながっております。 

 

他団体や地域へ

の波及効果につ

いて 

※貴団体の活動が、他の団体や地域社会にどのような良い影響や波及効果をもたらしていると考

えますか。他団体へのノウハウ提供や、活動のモデル化・展開事例があればご記載ください。 

 

活動を通じて、他の子ども食堂や学習支援団体とノウハウを共有し、モデル事業と

して展開しています。来年度については他の○○市の○○という団体と連携して、

4 か所目となる○○市での活動も計画しております。 

また、地域住民のボランティア参加も年々増え、地域全体の支え合いの輪が広がっ

ています。 

 



北海道・地域へ

の貢献について 

※貴団体の活動が、北海道や地域社会にどのような貢献をもたらしているとお考えですか。地域

の課題解決や活性化に関する取り組み、成果などがあればご記載ください。 

 

子どもの貧困や孤立の解消に寄与し、地域の安心・安全な環境づくりに貢献してい

ます。活動を通じて、地域のつながりや活力の向上にも寄与しています。 

 

当寄付制度を 

知ったきっかけ 

■当行 HP   □新聞   □当行からの案内（   支店） 

□その他（   ） 

 


